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図5 衝撃波形から推測した雪崩本体の形状
横線は衝撃作用時刻を表す。左はパイロンの設置状況。 ＊印は
センサー取り付け位置。
図4 人工雪崩の流下状況
4. おわりに
本研究により，運動中の雪崩の実体が解明され
た。このような研究が進むにつれて，雪崩の運
動 ・衝撃力の予測や危険度マップの作成に貢献で
きるのである。なお，中国側でも雪崩研究に対す
る関心が高まり，独自の予算措置がなされたよう
である。成果は，平成8 年 5月仙台で開催された
第3回雪工学国際会議で発表され好評を博した。
研究を進めるにあたり，関係各位にお世話にな
ったことを記し謝意を表する。
（新庄雪氷防災研究支所 阿部 修）
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